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基幹システムDX診断

DXの足かせになる基幹システム

基幹システムDX診断の価値と特長

企業変革(DX)を推進しビジネスの優位性を確立する活動を進めると、ビジネスモデル変革や、ビジネス
プロセスの変更が発生します。しかし、現行基幹システムがビジネスプロセスと密結合していて変更に多く
の工数や期間が必要なケースや、ブラックボックス化が進み着手が難しいケースや、データ活用も限定的
しか出来ないなどのDX推進の足かせになりかねない事象が発生しています。

このような状況の下、本サービスは、自社で判断することが困難な基幹システム評価の合理性を、
第三者的見地から、分析、診断し、DX推進の足かせにならない基幹システムの実現をサポートする
ことを目的に開発されました。本サービスを利用することにより、基幹システムとその関連システムがDX
推進に貢献する、その為の気付きを提供することを目指しています。
独自の分析フレームワークを活用。分析においては、「レガシーシステム化防止力」「標準化推進力」
「 IT人材維持向上力」「 ITコストコントロール」「データ活用推進力」という5つの視点による評価「5
軸分析」を行い、 「ERP効果評価」にてDX化にむけた基幹システム刷新の方向性を示します。

Solution Overview: QUNIE エンタープライズソリューション

背景

ビジネスプロセスの変更

データ活用の推進

DX阻害要因(代表例)

企業変革(DX)
の推進

現行ビジネスプロセスと密結合で
変更が困難

ブラックボックス化が進み、
調査に多く工数期間が必要

データ活用も粒度やデータが異な
り活用が部分的

No. 分析軸 説明

1 レガシーシステム化
防止力

技術面の老朽化、システムの肥大化,複雑
化,ブラックボックス化などのレガシー化を抑制
する取り組みが適切に行われているかという
観点での分析

2 標準化推進力 企業変革が容易に進むように、全社最適に
向けた活動が継続的に実施されているかとい
う観点での分析

3 IT人材維持向上
力

基幹システム導入を行ってきた人材が定年
退職の時期を迎え、人材が持つスキルが喪
失し、企業変革の妨げになる状態になってい
ないかという観点での分析

4 ITコストコントロー
ル

既存システムの運用・保守に充てられDXを
進めるコスト捻出が難しい状況になっていな
いかという観点での分析

5 データ活用推進力 意思決定をデータで実施する為の活動がどの
程度進められているかという観点での分析

5軸分析 ERP効果評価

No. 分析軸 確認ポイント

1 経営の見える
化(グループ)

✓ スピード感と見える化
✓ 計数の一元管理

2 新事業、M&A
に対する柔軟
な対応

✓ 新業務対応と成長市場強
化

✓ システム統合対応

3 法制度、コンプ
ライアンス強化

✓ 法制度
✓ コンプライアンス対応

4 経営資源の最
適化

✓ 人・組織の最適化
✓ コストの最適化
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基幹システム
ワンストップサービス

SAP基幹システム構築に関連する構想策定から導入をはじめとした各種支援
サービスを強化し、企業の基幹システムに関するニーズに決め細やかに対応でき
るよう取り組んでます。

基幹システムコンサルタント

長年にわたって基幹システムの在り方を検討してきた知見を基に、絶えず変化す
る事業環境に対応できるように心がけた提案を実施します。

DXの取り組み

従来から網羅的なラインナップでコンサルティングサービスを提供している強みを生
かし、デジタルの時代においても、ワンストップの企業変革をクライアントに提供す
るため、デジタルトランスフォーメーションのサービス体系を整備しています。

Why QUNIE ?

当社は、SAP ERP(基幹システム)導入の実績を多く有しており、これまでに培ったノウハウを基に、
独自の分析フレームワークを開発しました。これにより短期間で効率よく評価・分析を行うことを可能
にしています。

基幹システムDX診断のアプローチや結果

アプローチとしては、基幹システムに関する現状調査を実施し、当社独自の分析フレームワークに沿って
基幹システムを分析。その結果を報告書にまとめます。分析結果としては、DX化に向けた基幹システム
の評価と改善ポイント。そして、DXに向けたシステム刷新の方向性やロードマップ案を示します。当サービ
スは、現状調査から結果報告まで約1ヶ月半で実施します。

〔アプローチ〕

1週目

分析に必要な
資料説明と準備

準備

2～4週目

5軸分析
調査

分析/評価

5週目 6週目

報告書作成

提供資料と
ヒアリングによる

調査

分析結果から
評価と課題解決
の方向性を整理

分析結果報告
書の作成

〔評価ペンタグラフ〕

〔分析結果イメージ〕

✓ 総合評価・主要改善ポイント
✓ 5軸分析結果
✓ DX予算捻出の可能性
✓ ERP効果評価結果
✓ DXに向けたシステム刷新の方向性
✓ DX化に向けたロードマップ(案)
✓ 今後について(案)
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